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山泉　進著

『平民社の時代
　―― 非戦の源流』

評者：梅田　俊英

　本書は，初期社会主義研究会の中心人物の一
人である山泉氏による著作である。初期社会主
義研究会は「当初の予想に反して依然として会
員は増え続け，百名をこえる会員をかかえる全
国的な，いや海外の会員のことを考慮すれば国
際的な研究会へと成長した」（あとがき）とい
う。「社会主義」という考えに対して厳しいこ
の時代にあって，これはすばらしいことだと思
う。本書はこの研究会の発展の中で生まれたも
のといえよう。また，2003年に出版された本書
は平民社創立百年記念のものでもある。本書の
構成を紹介しよう。
　論文篇
第一部　観音峠をこえて－秋水と枯川と革也
第 二部　日刊『平民新聞』発行始末記－幸徳秋
水と「平民新聞会計報告書」
　資料篇
一　平民社（有楽町）関係資料
二　日本社会党関係資料
三　日本社会党に関する内務省資料
　文献ガイド

　以上のように，本書は『初期社会主義研究』
に山泉氏が執筆された論文が中心となってい
る。「資料篇」は既に復刻されている週刊『平

民新聞』などから集められている史料が中心で
ある。これら明治社会主義関係の史料は，たと
えば『資料　日本社会運動思想史』（青木書店）
など，過去に蓄積があり，本書の資料篇に目新
しいものはない。若い研究者ないし，これから
研究に入る人々へのガイドといったものとして
編纂されたのかも知れない。本書の最も価値が
あるのは何といっても「岩崎革也文書」を参照
しての記述である。これまでの通史でも「岩崎
革也」は出なかったわけではないが，この人物
をこれほど中心に取り上げた記述はなかった。
本書の価値はここにある。
　岩崎革也は，太田雅夫氏らを中心とした研
究で人物像が明らかになってきている。それに
よって，岩崎革也とは明治社会主義運動を財政
的に支えた人物だったことが分かってきた。本
書は，遺族の岩崎長氏所蔵の「岩崎革也文書」
を見て書かれているのである。論文篇では岩崎
革也宛の幸徳や堺の手紙が引用されている。こ
れによって平民社の活動がビビッドに分かる部
分がある。本書にはその効果が反映されている
のである。たとえば，幸徳秋水が岩崎に出した
手紙によって，週刊『平民新聞』への弾圧の中
で日刊紙を発刊することを考えたといった（115
頁）くだりである。
　第二部は，その日刊『平民新聞』刊行事情
を財政問題から検討した論稿である。これまで
の明治社会主義運動の研究では，運動の衰退を
当局の弾圧と，イデオロギーの対立が原因とと
らえていた。本書ではそれに加えて，財政問題
という視野が導入されている。本書の目新しさ
はここにもあろう。これまででも，『平民新聞』
ほかの紙面を子細にチェックすれば，運動の財
政事情はそれなりに分かったが，「岩崎革也文
書」に収録されている「平民新聞会計報告書」
の現物が明らかになることによって，具体的に
明治社会主義運動の財政事情がはっきりとつか
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めるようになったのである。第二部の価値はこ
こにある。
　本書の『平民社の時代－非戦の源流』という
タイトルはご本人もお認めのように，いささか
羊頭狗肉の面がない訳ではない。明治社会主義
の通史としては従来の研究を超えたものとはい

いがたいが，「岩崎革也文書」を使用した記述
は高く評価したい。
（山泉進著『平民社の時代－非戦の源流』論創
社，2003年11月発行，406頁，定価3000円＋税）

（うめだ・としひで　法政大学大原社会問題
研究所兼任研究員）


